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地　区

●リチウムイオン電池回収方法の啓発ポスターを各町内会掲示板及び千鳥防災センターなど各施設の乾電池回収ボックスへの掲示

●ごみ分別
実施時期 イベント名等
６月 親子スポーツ大会
８月 盆踊り大会
１０月 いきいき緑陽スポーツ広場
１月 新春緑陽ひろば

課題
８月・１月の開催行事ではキッチンカーが来るため、分別方法の見直し検討が必要

●担当自治会内で資源集団回収を実施（スプレー缶と乾電池も集め、直接リサイクルセンターに持ち込み）

提案
布類の出し方で紙袋や透明袋で出したいという市民からの声があったため、柔軟な対応はできないか

●ごみ分別
実施時期 イベント名等

7月27日 ふれあい夏祭り

11月10日 ふれあい秋祭り

所感

運動会・体育館横で可燃・ＰＥＴを回収

渡　内

３Ｒの役員になって、色々なことが目、耳や頭に入るようになり、勉強になりました。今後も念頭において少しでも背の役に立つよう頑張
ります。

緑　陽

内容

名　和

コロナ５類化後のイベントとして模擬店も増加
ごみ箱を４箇所に設置。見回り、ごみ拾い、ごみの仕分けに環境部員一同で専
念。
翌日２８日に缶ビールの洗浄や校庭のごみ拾いをし、集まった資源をネットに
入れたり、ブルーシートで被いました。

（所感）ごみの分別は大人も子どももマナーがよくなったことを感じた。
（課題）缶が少なく、飲み物のカップ等が大きく可燃が多くなったため、市の
指定袋は小さいので困った。

内容　

夏祭りの経験でごみの回収方法や空き缶の出し方についてアドバイザーさんに
相談した結果、大きな箱型のごみ入れと丸くて背のあるカゴなどを用意。
４箇所にごみ箱を設置。空き缶は飲んだ方にゆすいでもらってから丸かごにい
れてもらったので、とてもスムーズにいった。
ごみ箱以外の隠れた場所に持ち込みごみ５袋と空き缶１袋が置いてあり残念。

●集団回収のフレコンやコンテナに缶やびんを袋ごと入れる人がいるため、立て看板（袋ごと入れないでください）等を立てて様子をみて
いる。

●町内会で不燃ごみの日にプラスチック資源を捨てる人がたくさんいるので、できる限り資源で出すよう呼びかけた。

実施内容

役員テント外で可燃・ＰＥＴを回収
小学校運動場の数か所で可燃・不燃・ＰＥＴを回収
役員テント外で可燃・ＰＥＴを回収
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●コミュニティ連絡協議会で各町内会等に啓発用チラシを配付し、努力するように呼び掛けた。

●７月２７日、２８日の盆踊りと１１月２４日の公民館まつりで、ごみと資源の分別を徹底した。

●啓発用チラシを配付した。

●ごみ分別
実施時期 イベント名等
7月27日 夏祭り・盆踊り

9月1日 ごみ拾い

11月17日 ふれあい広場

●各町内会等に啓発用チラシを配付した

●各地区の集団回収においても３Ｒの実施をしてもらった

所感
ふれあい広場ではごみ置き場を設置したが、燃えるごみの分別ができていなかった。

●ごみ分別
実施時期 イベント名等
8月11日 夏まつり

10月12日 小学校運動会

10月27日 市民館・公民館まつり

●各町内会等に啓発用チラシを配付した

所感

●ごみ分別
実施時期 イベント名等

6月22日 コミュニティ運動会と反省会

7月23日･25日 盆踊りの練習

7月27日 盆踊り大会と反省会

8月24日･25日 サマーフェスタ元浜

9月7日 敬老会

9月22日 高横須賀まつりと反省会

10月6日 防災訓練

11月17日 コミュニティ30周年記念事業

●コミュニティと高横須賀町内会に啓発用チラシを配付した

大　田

クリーンサンデーでは他の住民と会うので、分別収集を徹底するのに良い行事です。
一般の袋を配布せず可燃袋と不燃袋を配布して、３Ｒ活動を進めるのに良い機会だと思う。

横須賀

内容　

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

内容　
駅前芝生広場でバザーと資源回収を実施。啓発用チラシを配付。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

平　洲

富木島

内容　
姫島公園で回収場所を設置

船島小学校で回収場所を設置

各地区から小学校までごみを拾い、分別作業を行った

船　島
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●ごみ分別
実施時期 イベント名等
8月24日 夏まつり

10月13日 運動会

11月9日･10日 ふれあいまつり

12月1日 自主防災訓練

●フードドライブ
実施時期 イベント名等

8月24日 夏まつり

11月9日･10日 ふれあいまつり

●町内会掲示板にポスターを掲示した

●子ども会により年６回の集団回収を実施

●啓発用チラシの配布

●自治会所有物のリユース

●啓発用チラシ３種類を回覧板で回議加木屋南

●子ども会主催の資源回収を現地確認（８月、１０月、１２月）
業者が行っている回収場はびんの回収を行っておらず、リサイクルセンターからも遠方のためか、びんの回収量が多く感じた。

サマーフェスティバル（盆踊り）で使用していた浴衣と草履の余剰分を希望者に譲渡した。

かぎや祭りが中止となり、南加木屋台自治会所有のハッピ（大人用・子ども用）が倉庫に何年も眠ってたいたため、三ツ池保育
園、明佳幼稚園に計８０枚譲渡した。

配布方法等

リチウム電池の出し方

チラシ名

食品ロスの削減

資源分別収集常設場の案内

食ロス削減を呼びかけた

三ツ池

コミュニティ自治会加入者全世帯に配布

コミュニティ自治会の回覧板に折込

子ども会、コミュニティ自治会の回覧板に折込

加木屋

内容　
出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

出たごみと資源の分別を徹底した。

内容　
食ロス削減を呼びかけた
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